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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
横浜市　川崎市連携　化学物質について知ろう！
その１　化学物質と環境リスク

みなさんは化学物質と聞いてどんなものをイメージしますか？
身近なようでいて、でもなんだかよくわからないもの、と感じているかたも、多いのではないでしょうか。

横浜市の化学物質啓発キャラクター、環境リスくん、リス子ちゃんと一緒に、化学物質について考えてみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
化学物質とは、なんでしょう？
いろいろな説明の仕方がありますが、身の回りのものはすべて化学物質でできています。
山や木、水といった、もともと自然にあるものも、人間が作り出したものも、どちらも化学物質です。
人間はこれまで、たくさんの新しい化学物質を作り出し、生活の中で利用してきています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
生活で利用している化学物質には、どんなものがあるでしょう。
お風呂で使う石けんやシャンプー、ペンキや接着剤、自動車の燃料、食品に加えられている保存料や着色料、
掃除や洗濯に使う洗剤、医薬品、殺虫剤など
身近なもの　ばかりですね。ほかにも、どんなものがあるか、考えてみましょう。

わたしたちは、化学物質のいろいろな性質を利用して、健康で、便利な生活をしています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、化学物質はわたしたちにどんな影響があるのでしょうか。
どんな化学物質にも、強さに違いがあるにしても、有害性があります。有害性とは、害になる性質のことです。
天然の物質でも、人工的に合成した物質でも、有害性があることに変わりはありません。
例えば、生きていくのに必要な水も、飲み過ぎるとおなかを壊しますよね？
化学物質は、私たちの生活を便利で豊かなものにしていますが、間違った使い方をすると、ヒトや動植物に、悪い影響をおよぼすことがあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私たちが使っている化学物質は、環境中に出されている場合があります。
環境中の化学物質は、私たちが息を吸ったり、飲み込んだりさわったりすることで、体の中に取り込まれます。
これを、曝露、と言います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
環境中の化学物質が、ヒトや動植物に悪い影響をおよぼす可能性のことを、環境リスクと言います。
私たちは、くらしの中で化学物質を利用してきています。
中には有害性の高さが指摘され、社会問題化したものもあります。
「化学物質の悪い影響」なんて聞くと、心配になってしまいますよね？
化学物質との付きあい方や、環境リスクについて、リスくんたちと一緒に考えていきましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
環境リスクとは何か、もう少し詳しく説明します。

環境リスクは、化学物質の有害性の程度と、曝露量の掛け算によって決まります。
強い毒のキノコでも、食べた量がほんの少しならば、体への影響は小さいです。
一方、弱い毒のキノコでも、量をたくさん食べると、
体に悪い影響が出てきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
化学物質の影響は、体に入った量で決まります。

化学物質の悪い影響が出る範囲と、出ない範囲には、境目があります。
この境目を、無毒性量といいます。

絵のネズミくんの例を見てみます。
Aという化学物質が入った団子を、２個までなら食べても元気だったのが、３個食べると具合が悪くなります。
この場合、ネズミくんに対する無毒性量は2個、ということになります。
無毒性量のあたいが小さいものほど、少ない量でも悪い影響が出ることになるので、有害性が高いと言えます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
環境リスクが有るか　無いか、どうやって判断するのでしょうか。
リスクが有るか、無いかは、無毒性量と、曝露量を比べることで、調べることができます。
これを、　リスク評価　と言います。
左の天秤の絵のように、無毒性量に比べて、曝露量が小さいときは、　リスクなし　と評価し、悪い影響はありません。
右の天秤の絵のように、無毒性量に比べて、曝露量が大きいときは、　リスクあり　と評価し、悪い影響が出る可能性があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、横浜市内のトルエンの大気中濃度を例に、リスク評価をしてみましょう。
トルエンの無毒性量は1立方メートルあたり、7900マイクログラム です。
横浜市の令和３年度の、トルエンの大気中の濃度の最大値である、1立方メートルあたり　10マイクログラムを曝露量として、
二つのあたいを比較すると、
リスクはない、と評価できます。
トルエンは、横浜市内で、いちばん排出量が多い物質ですが、今の環境なら、リスクはありません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
横浜市、川崎市内の、令和３年度の、大気中のトルエン、年間平均濃度を示しました。
どの地点も、1立方メートルあたり、10マイクログラム以下でした。
トルエンの無毒性量である1立方メートル当たり、7900マイクログラムよりも、大幅に小さいため、リスクはないと評価できます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
発がん性が高いと言われている、ベンゼンについても見てみましょう。
ベンゼンには、無毒性量が設定されていないため、環境基準と、横浜市、川崎市内における大気中の濃度を比べてみます。
環境基準とは、人の健康の保護や生活環境の保全のうえで、維持されることが望ましいとされる基準のことです。

ベンゼンは、平成12年に規制が開始されてから、大気中の濃度が徐々に低下しました。現在では、環境基準を達成しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、私たちは生活の中で、化学物質と上手につきあうには　どうしたらいいでしょうか。

化学物質にはリスクと、有益性、便利な性質の両面があります。
例えば、医薬品を使うことは、病気やケガが治るという有益性がありますが、一方で、副作用が出るリスクがあります。
洗剤をつかうことで、衛生的な生活ができるという有益性がありますが、使い過ぎや、まちがった使い方をするなどして、自分の体に取り込んでしまうことで悪い影響がでたり、川や海に排出されて、そこに棲む魚や動植物に影響が出たりするリスクがあります。

化学物質は生活を便利で豊かなものにしてきました。いまや、わたしたちのくらしに欠かせないものとなっています。
でも、使う時にはリスクがあるかもしれません。
化学物質には、リスクと有益性の両面があることをよく知って、環境へ出す量や、曝露量をできるだけ少なくすることをこころがけましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
化学物質による環境リスクを小さくするには、どうしたらよいでしょうか。

化学物質を取り扱う企業の努力が必要ですが、わたしたち一人ひとりの心がけも大切です。
くらしの中で、化学物質を使う時には、次の三つのことをこころがけましょう。
ひとつめ。適正な量を使用しましょう。
洗濯をするときに、表示されている量の二倍の洗剤を入れたからといって、よごれが二倍落ちやすくなるわけではありません。
必要以上の量を使わないことで、体への曝露量を減らし、環境への排出量を抑えましょう。

ふたつめ。換気を十分にしましょう。
ペンキを使う時や、殺虫剤を撒いたあとには、窓を開けたり、換気扇をまわすなどして、空気を入れ替えましょう。
換気をすることで、化学物質を体に取り込む量を、できるだけ減らしましょう。

三つ　め。正しい使い方をしましょう。
製品の表示をよく読み、使用上の注意を守りましょう。
特に、「混ぜるな　危険」と表示されている製品は、他の化学製品を混ぜることで、有害性の高い化学物質が発生するおそれがあります。
表示を守ることは、自分の身を守ることにもつながります。

普段の生活で、どんなふうに化学物質を使っているのか、今一度見直してみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
くらしの中で、わたしたちはたくさんの種類の化学物質を使っています。
化学物質の性質や有害性の程度は、その化学物質によってそれぞれ違います。
それでは、それらの情報を、どのように調べたらよいのでしょうか。

化学物質に関する情報は、インターネットなどで簡単に入手できます。
インターネットではたくさんの情報が得られる一方で、なかには不正確な情報もあります。情報提供者がはっきりしている、信用できるウェブサイトから入手するようにしましょう。
公共機関や学術団体のウェブサイトがおすすめです。

化学物質を調べるときに便利なウェブサイトを紹介しますので、ご利用ください。

https://www.chemicoco.env.go.jp/
https://www.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop
http://www2.env.go.jp/chemi/prtr/factsheet/factsheet.html
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
化学物質について知ろう　その１　化学物質と環境リスクを　最後までご覧いただき、ありがとうございます。
引き続き、その２、PRTRって何だろう　もぜひご覧ください。
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